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冬

季

茶

話

會

大
正
十
三
年
二
月
十
一
日
、
紀
元
節
の
佳
辰
セ
ト
し
、
懐
偉
堂

讀
堂
に
於
て
、
堂
友
會
冬
季
茶
話
會
を
開
催
せ
り
0

先
づ
小
講

堂
に
は
、
中
井
家
秘
臓
の
、
履
軒
先
生
遺
著
、
ヒ
経
逢
原
七
経

彫
題
の
原
本
敷
十
冊
こ
、
辛
丑
壽
巻
こ
題
す
る
、
竹
山
先
生
の

萱
堂
七
十
壽
筵
の
際
、
祉
中
門
人
、
敷
十
名
の
賀
詩
祝
文
を
装

紐
し
た
る
巻
物
を
陳
列
し
て
、
末
會
者
の
展
覧
に
供
し
、
定
刻

午
後
一
時
に
至
る
や
、
撃
析
の
聾
に
應
し
て
着
席
せ
る
も
の
、

會
長
、
松
山
先
生
、
名
餐
會
員
、
稲
束
猛
、
財
津
愛
象
、
中
井

春

季

探

勝

會

大
正
十
ー
1

一
年
＝
一
月
二
十
一
日
春
季
皇
憲
祭
の
日
を
選
び
堂
友
曾

春
季
探
勝
會
を
催
し
た
h
常
H
午
前
七
時
一
1

一
十
分
大
戚
繹
に
集

合
せ
る
も
の
松
山
會
長
以
下
二
十
一
名
入
叶
務
急
行
列
車
に
て

京
都
に
向
ひ
伊
藤
仁
齋
先
生
の
奮
址
古
義
堂
に
至
る
堂
は
屡
回

緑
の
災
に
遭
ひ
稽
容
復
た
観
る
べ
か
ら
ざ
る
も
書
庫
獨
節
然
ご

し
て
奮
時
の
面
目
を
存
せ

b
先
生
の
裔
孫
伊
藤
顧
也
氏
堂
友
一

行
の
篇
め
特
に
其
の
邸
宅
を
開
放
し
て
第
一
陳
列
塙
さ
な
し
澁

小

沼

最

平

木
菟
麿
三
先
生
、
其
他
堂
友
四
十
餘
名
に
し
て
、
幹
卓
、
岡
田

空
碩
開
會
の
挨
拶
ヤ
―
述
べ
、
次
で
松
山
會
長
「
宋
學
の
先
謳
ご

し
て
の
梁
粛
」
ご
題
す
る
講
演
、
名
艇
會
員
、
中
井
先
生
の
祝

僻
あ
り
、
夫
れ
よ
b
茶
セ
啜
り
、
菓
セ
咲
ふ
て
、
互
に
談
笑
し
ま

セ
堂
友
今
西
茂
喜
文
字
博
求
期
の
所
戚
セ
述
ぶ
、
更
に
夏
季
の

茶
話
會
に
は
、
堂
友
各
自
所
蔵
の
同
時
代
先
儒
の
巻
軸
等
ャ
—
持

ち
寄
り
届
覧
す
べ
き
こ
さ
な
ぞ
申
合
せ
、
和
氣
為
々
の
裏
に
午

後
四
時
散
會
せ

b
o

野
小
學
佼
セ
第
二
陳
列
場
ビ
し
て
戸
田
偽
治
氏
邸
を
第
三
陳
刈

場
に
充
て
先
世
諸
先
生
の
遺
著
遺
墨
遺
愛
品
等
を
陳
列
し
て
一

行
を
歓
迎
せ
ら
れ
だ

b°

遺
著
の
重
な
る
も
の
は
仁
彊
東
涯
蘭

蝸―
-

1

先
生
の
手
稿
本
及
東
所
先
生
の
編
定
に
係
る
紹
述
維
紗
―
―

十
七
種
（
先
遊
脩
、
詩
経
奨
領
｀
佑
い
漫
録
、
集
語
紗
、
古
官
、

宮
殿
門
考
、
宮
室
名
琥
、
閥
史
随
紗
、
國
事
維
誌
、
考
古
雑
編

倭
漢
通
信
雑
誌
、
朝
鮮
雑
誌
、
競
林
軍
記
五
巻
、
朝
鮮
諺
文
字

n
i
+
n
I
 



母
、
文
章
辞
界
、
雑
焦
手
録
、
罪
吉
類
僑
、
東
贖
套
語
、
左
詩

熟
語
、
須
記
詩
選
、
明
詩
絶
奇
、
東
涯
詩
話
、
東
涯
談
叢
贔
姓

林
全
書
、
五
昔
五
位
日
訣
十
例
、
避
誨
書
、
異
名
考
、
附
三
種

朝
野
通
載
（
上
中
下
）
、
朝
野
通
載
績
集
（
上
中
下
）
、
朝
野

通
載
新
集
、
常
世
詩
林
、
嘗
世
詩
林
績
編
、
嘗
枇
詩
林
新
編
、

時
英
文
揺
で
上
中
下
）
時
英
文
恨
績
編
上
、
下
、
其
の
世
に
刊

行
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
に
東
涯
先
生
の
易
経
古
義
、
易
大
象
解
、

讀
易
私
説
、
韻
易
闘
例
、
太
極
管
見
太
極
十
論
、
蘭
隅
先
生
の

易
憲
章
書
、
反
正
詩
、
古
吉
古
引
詩
則
、
讀
謁
記
、
春
秋
漉
旨

で
ざ
あ
b
雑
紗
二
十
七
種
も
亦
然
b
前
ほ
仁
齋
先
生
H
札
東
涯

先
生
日
記
古
學
紹
述
雨
先
生
文
槃
闇
蝸
先
生
の
詩
文
稿
紹
衣
稿

（
六
冊
）
な
と
あ
b
遺
墨
に
は
仁
痰
先
生
を
甘
こ
し
て
進
齋
、

東
罪
梅
宇
、
介
亭
、
竹
里
、
蘭
隅
、
東
所
、
弘
美
話
先
生
の
も

の
多
敷
を
秤
観
す
る
を
得
た
り
中
に
仁
齋
東
涯
蘭
隅
一
1

一
先
生
の

書
を
合
せ
た
る
一
巻
あ
b
東
所
先
生
の
版
尾
面
白
け
れ
ば
附
記

せ
ん
日
＜
古
學
先
生
之
書
従
容
正
大
如
天
運
之
自
然
批
紹
述
先

生
之
書
温
潤
端
麗
如
造
化
馘
悉
之
妙
也
蘭
隅
先
生
之
書
才
氣
英

螢
如
勝
地
美
景
也
今
一
二
先
生
之
書
非
振
書
注
而
書
注
無
不
具
盆

億
酸
文
然
批
可
不
謂
古
今
之
三
絶
哉
さ
三
先
生
の
學
問
人
格
各

其
の
書
に
登
見
す
今
是
の
評
亦
移
し
て
以
て
ー
ニ
先
生
の
學
徳
を

_＿-＊匹

評
す
べ
き
か
伊
藤
家
邸
内
に
在
る
諸
先
生
の
牌
主
を
奉
安
せ
る

祠
堂
に
麓
弁
し
伊
藤
戸
田
雨
氏
の
欺
待
を
受
り
正
午
戸
田
邸
セ

辞
し
て
太
秦
の
廣
隆
寺
に
至
れ
ば
住
職
消
瀧
智
龍
方
丈
鶴
首
し

て
一
行
を
待
ち
居
ら
れ
先
づ
正
般
に
請
じ
て
茶
菓
．
ぜ
饗
セ
ら
れ

次
で
寺
史
を
説
明
せ
ら
れ
た
る
後
ち
方
丈
親
か
ら
案
内
し
て
霊

賓
殿
に
至
b
國
賓
千
手
観
者
菩
薩
其
他
敷
憫
の
佛
像
及
弘
法
大

師
奥
跡
、
足
利
翁
氏
安
堵
肱
其
他
の
古
文
書
ャ
一
拝
観
し
又
特
別

保
詭
建
造
物
桂
宮
院
に
至
b
亜
梅
太
子
手
刻
の
如
意
輪
観
昔
像

を
打
す
夫
れ
よ

b
講
堂
に
至
り
上
宮
太
子
御
自
竺
二
十
三
歳
等

身
の
爺
像
を
開
扉
證
秤
し
一
々
方
丈
の
説
明
を
酪
き
四
時
固
寺

を
辞
し
て
嵐
山
に
向
ふ
是
よ
り
先
き
三
時
頃
よ
り
既
に
雨
降
り

出
し
た
れ
ば
嵐
山
行
の
可
否
セ
衆
議
に
蹄
り
た
る
に
一
行
皆
な

雨
中
の
嵐
山
を
眺
む
る
も
亦
興
趣
多
か
る
べ
し
ビ
て
議
立
所
に

決
し
た
れ
ば
直
ち
に
電
車
に
駆
け
乗
り
、
敷
分
時
に
し
て
嵐
山

停
車
埠
に
着
す
先
づ
渡
月
橋
に
至
り
、
橋
上
よ
り
小
倉
山
、
愛

宕
山
を
望
め
ば
峰
蟹
重
盤
踪
雨
爾
々
翠
緑
涸
る
が
如
く
其
の
絶

景
得
て
云
ふ
べ
か
ら
す
、
夫
れ
よ
b
小
倉
山
二
尊
院
壊
城
内
に

在
る
仁
殖
先
生
の
墓
を
展
せ
ん
こ
し
迄
迄
曲
折
天
龍
寺
を
通
過

し
藪
十
階
の
石
饒
を
攀
蹟
し
て
宇
宙
庵
に
登
れ
ば
、
庵
の
東
方

勲
＋
歩
に
し
て
伊
藤
家
の
螢
城
に
達
す
荘
に
仁
嚢
、
東
涯
東
所



東
成
郡
平
野
郷
の
地
は
府
下
に
於
い
て
最
も
古
い
脈
史
を
持

て
居
る
地
で
あ
つ
て
、
阪
上
田
村
麿
の
子
孫
と
稲
す
る
七
苗
家

の
あ
る
者
は
今
も
肖
歴
こ
し
て
此
埴
に
住
ん
で
居
る
0

咋
年
訪

問
し
て
含
翠
堂
並
に
懐
撼
堂
闊
係
の
文
書
を
痒
見
し
た
士
橋
家

も
其
一
で
あ
っ
た
が
、
此
慮
に
記
す
末
吉
家
も
亦
七
苗
の
一
で

あ
る
。
四
月
二
十
七
H
‘
豫
て
井
上
正
笑
君
よ

b
依
頼
し
て
同
家
の

快
諾
セ
得
て
あ
っ
た
の
で
正
午
南
悔
の
恵
比
須
停
留
所
に
集
合

松
山
、
稲
束
雨
光
生
や
井
上
、
野
口
、
平
粁
の
三
君
に
私
ビ
ー

行
六
名
は
未
昔
家
セ
訪
れ
た
。
こ
の
日
井
上
氏
の
令
兄
森
田
博

＿
＿
＿
氏
及
び
一
＿
＿
田
猪
太
郎
氏
、
山
川
七
左
衛
門
氏
な
ざ
も
来
て
居

ら
れ
た
が
、
午
後
一
一
一
時
過
末
吉
家
の
親
戚
総
代
た
る
柏
原
仁
兵

衛
氏
が
見
わ
た
の
で
末
吉
一
郎
氏
さ
相
談
せ
ら
れ
始
め
て
同
家

の
文
書
並
に
書
粛
器
物
を
邦
見
す
る
事
が
出
水
た
。

末
吉
家
の
事
は
既
に
川
島
氏
の
「
徊
川
初
期
の
海
外
貿
易
家
」

末

吉

家

訪

問

二
先
生
の
墳
寒
を
聘
邦
し
午
後
六
時
嵐
山
停
車
場
骰
電
車
に
て

其
他
に
於
い
て
掻
表
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
今
涎
繰
り
返
す
必
要

も
な
い
棧
で
あ
る
が
、
営
日
邦
見
し
た
文
書
も
重
に
末
吉
家
に

闊
係
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

末
吉
氏
は
其
祗
拗
兵
術
利
方
に
至
り
信
長
、
秀
吉
の
恩
顧
を

愛
つ
た
が
、
天
正
十
四
年
八
月
十
七
日
に
は
秀
吉
は
勘
兵
衛
セ

援
擢
し
て
河
内
丹
比
郡
西
忍
村
の
代
官
ご
し
天
正
十
六
年
九
月

に
は
更
に
諸
公
晨
セ
免
除
す
る
ご
い
ふ
様
な
文
書
が
あ
る
0

こ

れ
よ
り
前
に
‘
勘
兵
術
は
諸
國
廻
哨
の
業
を
螢
み
、
浪
華
よ
り

東
海
諸
國
に
至
っ
た
か
ら
、
天
正
十
六
年
入
月
に
は
裳
時
三
河

岡
崎
の
城
主
で
あ
っ
た
偉
川
家
康
は
之
に
朱
印
を
授
け
て
港
潤

出
入
の
諸
役
を
免
じ
た
0

需
臣
氏
が
亡
ん
で
偉
川
氏
の
世
に
な

つ
て
、
勘
兵
衛
の
子
、
孫
左
衛
間
吉
康
は
遂
に
海
外
貿
易
に
従

事
す
る
様
に
な
り
、
慶
蛉
十
三
年
七
月
二
十
五
H
に
は
退
羅
國

へ
渡
航
の
計
可
を
得
て
居
る
0

孫
左
術
門
は
逼
紐
を
始
め
、
呂

宋
へ
渡
航
し
た
こ
ビ
も
前
後
七
回
に
及
ん
だ
が
、
営
時
使
用
し

岡
_-H'五

田

一
行
皆
な
蹄
途
に
就
き
た
り
。

玄

碩


